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一
九
一
三
（
大
正
二
）
十
一
月
六
日
、秋
田
県
仙
北
郡
檜

木
内
村
下
檜
木
内
に
、父
栗
生
澤
米
太
郎
、母
ハ
ツ

の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

一
九
一
六
（
大
正
五
）
父
が
鷹
巣
町
北
塚
ノ
岱（
現
材
木

町
）に
製
材
工
場
を
創
業
し
転
居
。 

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
鷹
巣
尋
常
小
学
校
に
入
学
。 

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
八
歳
。
四
月
、
北
海
道
釧
路
市

茂
尻
矢
町
の
二
木
貞
吉
に
望
ま
れ
て
養
女
と
な
っ

た
が
、十
二
月
鷹
巣
に
帰
る
。 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
秋
田
県
立
能
代
高
等
女
学
校
に

入
学
。冬
は
寮
生
活
を
送
る
。小
説
を
読
み
あ
さ
る
。 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
三
月
、
同
校
卒
業
。
上
京
し
て
叔

父
宅
に
寄
宿
し
、花
嫁
修
業
を
行
う
。 

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
十
九
歳
。画
学
生
渡
辺
茂
と
婚
約
。 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
結
婚
の
た
め
広
島
へ
行
く
。 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
夫
胸
を
病
み
入
院
。そ
の
後
夫

婦
は
療
養
の
た
め
四
国
へ
転
地
。 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
父
米
太
郎
死
去
。
上
京
。 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
正
月
、夫
死
去
。 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
友
人
と
タ
イ
プ
印
刷
の
事
務

所
を
持
つ
。仕
事
の
か
た
わ
ら
同
人
誌
を
つ
く
る
。 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
処
女
作
、
短
編
集
「
い
の
ち
の

あ
と
さ
き
」
を
国
文
社
よ
り
出
版
。
同
人
誌
『
文
芸

主
潮
』に
入
会
。 

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
三
十
歳
。三
月
、母
の
故
郷
・
岩

手
の
福
岡
へ
疎
開
。「
馬
淵
川
」
の
執
筆
に
か
か
る
。 

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
疎
開
す
る
と
き
用
意
し
た
三

千
枚
の
原
稿
用
紙
を
ほ
と
ん
ど
使
い
切
っ
た
頃
終

戦
。九
月
上
京
。 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
『
明
日
』
に
「
末
の
松
山
（
馬
淵

川
の
一
部
）」を
発
表
。 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
『
三
田
文
学
』
に
入
る
。
暮
、
木

下
利
秀
と
再
婚
。 

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
紙
が
出
回
り
は
じ
め
て
出
版

社
が
増
え
る
。『
明
日
』『
女
性
改
造
』『
新
女
苑
』
な

ど
に
執
筆
。同
人
誌『
下
界
』同
人
と
な
る
。 

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
母
ハ
ツ
死
去
。 

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
『
新
文
明
』
に
「
馬
淵
川
」
を
十

三
回
に
わ
た
っ
て
発
表
。 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
四
五
歳
。
四
月
、「
馬
淵
川
」
刊

行
。七
月
、同
作
品
に
よ
り
第
四
十
一
回
直
木
賞
を

受
賞
。 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
「
地
蔵
流
し
」「
白
と
紫
」
出
版
。

「
馬
淵
川
」フ
ジ
Ｔ
Ｖ
で
ド
ラ
マ
化
。 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
「
白
と
紫
」
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
で
ド
ラ

マ
化
。 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）「
京
お
と
こ
ー
大
谷
竹
次
郎
物

語
」刊
行
。 

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
五
十
歳
。「
饑
渇
っ
子
」発
行
。

改
題
の「
南
部
女
人
抄
」が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
で
放
送
。 

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）「
黝
い
血
」刊
行
。 

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
秋
田
魁
新
聞
に
「
原
生
花
園
」

を
連
載
開
始（
完
結
は
昭
和
四
四
年
）。 

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
　「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」、 

け
が
つ 

あ
お
ぐ
ろ 

■
文
学
賞
の
最
高
賞
を
受
賞 

　
渡
辺
さ
ん
が
小
説
「
馬
淵
川
」で
、芥
川
賞
と
な
ら
び
文
学

界
の
最
高
賞
の
一
つ
と
さ
れ
る
直
木
賞（
第
41
回
）を
受
賞
し

た
の
は
昭
和
34
年
。秋
田
県
人
と
し
て
初
受
賞
、ま
た
、現
在

の
直
木
賞
の
選
考
委
員
で
も
あ
る
平
岩
弓
枝
と
と
も
に
女
性

二
人
が
同
時
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
大
き
な
話
題
に
な

り
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
旧
南
部
藩
の
一
商
家
に
生
き
た
女
四
代
の
生
涯

を
馬
淵
川
の
流
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
描
い
た
大
河
小
説
。
戦
時

中
、母
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
岩
手
県
二
戸
郡
石
切
所
村（
後
の

福
岡
町
、現
二
戸
市
）に
疎
開
し
て
い
た
頃
、す
で
に
草
稿
を

書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。
一
部
は
昭
和
22
年
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、全
編
を
発
表
し
た
の
は
同
30
年
、ま
た
、単
行
本
化

さ
れ
た
の
は
筆
を
執
っ
て
か
ら
15
年
後
の
同
34
年
４
月
の
こ

と
で
し
た
。 

　
選
考
委
員
の
一
人
、海
音
寺
潮
五
郎
は
、「
男
女
多
数
の
人

物
を
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
た
せ
て
書
き
わ
け
て
い
る
点
、

才
能
の
富
贍
が
十
分
に
う
か
が
わ
れ
た
。
こ
の
人
の
本
質
は

詩
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
篇
に
み
な
ぎ
る
詩
情
が
ま
こ

と
に
楽
し
か
っ
た
」と
評
し
て
い
ま
す
。 

 

■
生
い
立
ち 

　
渡
辺
さ
ん
は
大
正
３
年
、秋
田
県
仙
北
郡
檜
木
内
村（
現
仙

北
市
）で
父
栗
生
澤
米
太
郎
、母
ハ
ツ
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
父
は
岩
手
県
和
賀
郡
十
二
鏑
村
（
現
花
巻
市
東
和

町
）出
身
の
木
材
商
人
で
し
た
。商
売
の
た
め
秋
田
の
鹿
角
、

二
ツ
井
、生
保
内
、檜
木
内
な
ど
に
移
り
住
み
ま
し
た
が
、大

正
５
年
、渡
辺
さ
ん
が
２
歳
の
と
き
、郡
役
所
や
国
鉄
の
駅
が

あ
り
、
木
材
の
集
散
地
で
も
あ
っ
た
鷹
巣
に
落
ち
着
き
ま
す
。 

　
こ
こ
で
、後
の
丸
米
木
材
㈱
と
な
る
製
材
工
場
を
創
業
、会

社
の
経
営
は
関
東
大
震
災
後
の
木
材
需
要
も
あ
っ
て
順
調
に

軌
道
に
乗
り
、
渡
辺
さ
ん
も
使
用
人
が
何
人
も
い
る
大
き
な

家
で
育
ち
ま
し
た
。 

　
家
の
隣
接
地
（
現
市

文
化
会
館
敷
地
）
に
は

広
い
原
っ
ぱ
や
水
連
の

咲
く
沼
が
あ
り
、
少
女

時
代
は
四
季
を
通
じ
友

人
た
ち
と
一
日
中
遊
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
頃
の
思
い
出
が
、

小
説
「
み
ち
の
く
子
供

風
土
記
」
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。 

　
鷹
巣
尋
常
小
学
校
３

年
生
の
と
き
、
父
が
釧

路
の
友
人
か
ら
酒
席
で

渡
辺
さ
ん
を
養
女
に
ほ

し
い
と
い
う
懇
願
を
受
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、一
時
期
、釧
路

で
生
活
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、母
方
の
祖
父
が

激
怒
し
た
た
め
母
に
連
れ
戻
さ
れ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
と
き
は
釧
路
の
生
活
に
な
じ
み
、
ア
イ
ヌ
の
友
人
も

で
き
た
そ
う
で
す
。後
年
、友
人
に
は
霧
に
包
ま
れ
た
釧
路
の

ま
ち
の
魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す
。昭
和
43
年
に
は
、幕
末
に
鳥

取
か
ら
釧
路
に
渡
っ
た
家
族
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
描
い

た
「
原
生
花
園
」を
秋
田
魁
新
聞
に
連
載
し
て
い
ま
す
が
、釧

路
で
の
体
験
が
創
作
の
原
点
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　 ■
多
感
な
女
学
生
時
代 

　
小
学
校
卒
業
後
、旧
制
県
立
能
代
高
等
女
学
校（
現
在
の
能

代
北
高
）
に
入
学
し
ま
す
。夏
は
汽
車
通
学
、
冬
は
寮
に
入
る
、

と
い
う
生
活
で
し
た
。同
校
は
当
時
、良
妻
賢
母
育
成
を
使
命

と
し
た
厳
格
な
校
風
で
し
た
が
、
汽
車
で
は
男
子
と
会
話
し

た
り
、禁
じ
ら
れ
て
い
た
菊
池
寛
の
恋
愛
小
説
を
読
み
ふ
け
っ

て
し
か
ら
れ
た
り
と
、奔
放
な
女
学
生
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
文
学
に
関
心
を
寄
せ
、読
書
に
没
頭
し
た
の
も
こ
の
頃
。火

の
気
の
な
い
寮
で
、「
嵐
が
丘
」や「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」な
ど

翻
訳
小
説
や
長
編
を
読
み
あ
さ
り
ま
し
た
。当
時
の
校
長
は
、

能
代
高
女
時
代

渡
辺
喜
恵
子�

年
譜

直
木
賞
受
賞
作
﹁
馬
淵
川
﹂

▽

 

▽ 

い
し
き
り
ど
こ
ろ

じ
ゅ
う
に
か
ぶ
ら

ふ
せ
ん

平成元年頃の渡辺喜恵子さん（東京・本駒込の自宅で）


